
～
丹
後
が
生
ん
だ
偉
大
な
郷
土
史
家
～

永
浜
宇
平
の
生
涯
１



は
じ
め
に

　

永
浜
宇
平
（
一
八
八
〇
～
一
九
四
一
）
は
、
三
重
村
（
現
在
の
京
丹
後
市
大
宮

町
三
重
）
に
生
ま
れ
、
生
涯
の
大
半
を
こ
の
地
で
過
ご
し
た
郷
土
史
家
で
す
。

　

宇
平
は
、
小
学
校
卒
業
後
、
哲
学
館
（
現
在
の
東
洋
大
学
）
の
井
上
円
了
の

も
と
で
学
ん
だ
時
期
が
わ
ず
か
に
あ
る
ほ
か
は
、
夜
学
や
通
信
教
育
・
独
学
で
学

び
、
研
究
の
基
礎
を
形
づ
く
り
ま
し
た
。
そ
し
て
家
業
の
農
業
の
か
た
わ
ら
、
大

正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
発
刊
の
『
三
重
郷
土
志
』
を
皮
切
り
に
、『
与
謝
郡
誌
』・

『
丹
後
宮
津
志
』
の
ほ
か
、
戦
時
下
に
入
っ
た
た
め
未
刊
に
終
わ
っ
た
峰
山
町
誌
・

日
置
村
誌
・
岩
瀧
町
誌
な
ど
多
く
の
郡
町
村
誌
の
編
さ
ん
を
行
い
ま
し
た
。

　

宇
平
は
、
こ
れ
ら
郡
町
村
誌
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
、
各
地
に
点
在
す
る
数
多
く

の
資
料
の
収
集
・
筆
写
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
宇
平
が
筆
写
し
た
丹
後
地
域
の

史
料
の
う
ち
主
な
も
の
は
、
橋
本
信
治
郎
・
小
室
洗
心
と
の
共
編
に
よ
る
『
丹
後

史
料
叢
書
』
第
一
～
五
輯
に
収
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、『
丹
後
史
料
叢
書
』
へ

収
録
で
き
な
か
っ
た
史
料
の
一
部
は
、
木
下
幸
吉
編
集
に
よ
る
『
丹
後
郷
土
史
料

集
』
第
一
輯
・
第
二
輯
（
第
三
～
六
輯
は
未
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
昭
和
二
年
三
月
七
日
に
発
生
し
た
北
丹
後
地
震
を
契
機
に
ま
と
め

た
『
丹
後
地
震
誌
』
や
社
会
経
済
史
研
究
、
古
美
術
研
究
、
石
造
物
研
究
な
ど
の

論
文
が
多
数
あ
り
、
丹
後
地
域
の
郷
土
史
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
足
跡
を
残
し
た
宇
平
の
業
績
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て

は
、
宇
平
が
昭
和
七
年
に
自
費
出
版
し
た
自
伝
と
も
い
う
べ
き
『
言
行
三
束
』
の

ほ
か
、
没
後
す
ぐ
に
発
刊
さ
れ
た
『
郷
土
と
美
術
』
の
永
浜
宇
平
追
悼
号
（
以
下
、

『
追
悼
号
』
と
す
る
）、宇
平
の
生
前
に
小
室
洗
心
が
取
材
し
た
「
丹
後
を
語
る
（
其

の
三
十
六
）
郷
土
史
家
永
浜
宇
平
氏
」（『
丹
後
縮
緬
』
第
二
百
二
十
五
号
、以
下
『
縮

緬
』
と
す
る
）
や
奥
丹
後
地
方
史
研
究
会
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
『
丹
後
の
大
郷

土
史
家
永
浜
宇
平
の
業
績
と
略
歴
』、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
の
特
別
展
示

『
丹
後
郷
土
資
料
と
永
浜
宇
平
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
宇
平
の
生
涯
は
、

①
宇
平
の
思
想
や
研
究
手
法
の
確
立
過
程
で
あ
り
、
郷
土
史
家
と
し
て
の
宇
平
の

方
向
性
を
決
定
付
け
た
『
三
重
郷
土
志
』
の
発
刊
ま
で
（
大
正
一
一
年
ま
で
）

②
『
与
謝
郡
誌
』
か
ら
『
岩
屋
村
誌
』
ま
で
、
大
量
の
町
村
誌
の
執
筆
を
行
い
、

自
伝
『
言
行
三
束
』
を
執
筆
し
た
時
期
（
昭
和
七
～
八
年
ま
で
）

③
入
会
山
林
問
題
へ
の
対
応
と
晩
年
の
町
村
誌
編
さ
ん

の
大
き
く
三
期
に
区
分
で
き
ま
す
。

　

本
冊
子
で
は
、
①
の
時
期
に
つ
い
て
見
て
み
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

「観戦日誌」（『紅潮』第十号上巻） 「大江山鬼賊退治」

「梦界老人へ」（『紅潮』第九号上巻） 夢汀楼（西垣梅冶）「三重の社友」（『紅潮』第拾壱号下巻）
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絵
を
描
く

　

幼
少
期
の
宇
平
の
姿
は
、澤
村
秀
夫
の
「
永
浜
先
生
を
偲
び
つ
ゝ
」（『
追
悼
号
』）

の
一
文
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
す
。

　

宇
平
は
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
九
月
二
六
日
、
父
永
浜
甚
右
衛
門
、
母

も
と
（
中
郡
周
枳
村
松
村
氏
女
）
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
は
光
蔵

と
い
い
、
後
に
宇
平
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
兄
の
吉
蔵
は
、
日
清
戦
争
で
亡
く
な
っ

た
た
め
、
次
男
の
宇
平
が
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。
幼
い
時
か
ら
勉
強
好
き
で
、
小
学

校
へ
上
が
る
前
か
ら
紙
一
枚
を
あ
て
が
っ
て
お
く
と
絵
や
字
を
書
い
て
遊
ん
で
い

た
と
い
い
ま
す
。
小
学
校
卒
業
後
は
、
ほ
と
ん
ど
独
学
で
講
義
録
な
ど
に
よ
り
勉

強
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
宇
平
の
家
は
、
夜
い
つ
通
っ
て
も
灯
り
が
つ
い
て

い
る
の
で
、
夜
も
寝
ず
に
勉
強
し
て
い
る
ら
し
い
と
噂
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

宇
平
自
身
は
、「
禁
画
に
就
て
」（『
紅
潮
』
第
十
二
号
下
巻
）
の
中
で
、
幼
少

期
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
母
の
親
元
の
周
枳
村
（
京
丹
後
市
大
宮
町
周

枳
）
の
周
徳
寺
や
地
元
の
万
歳
寺
で
仏
画
を
見
て
感
動
し
た
こ
と
か
ら
仏
画
も
描

き
始
め
た
が
、
不
動
明
王
像
（
後
に
岩
屋
寺
へ
奉
納
）
を
年
上
の
人
に
侮
辱
さ
れ
、

十
二
歳
の
春
以
降
は
仏
画
の
み
を
禁
筆
に
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。
後
に
紹

介
す
る
回
覧
雑
誌
『
紅
潮
』
誌
（
大
正
四
～
六
年
）
に
は
、
巻
頭
の
絵
や
「
倶
楽

部
合
作
図
」
な
ど
を
た
く
さ
ん
描
い
て
い
る
ほ
か
、
本
文
中
に
投
稿
さ
れ
た
も
の

に
は
小
学
校
時
代
の
水
墨
画
や
青
年
期
の
鉛
筆
画
が
あ
り
ま
す
。『
紅
潮
』
誌
の

ほ
か
に
は
、
小
学
校
卒
業
後
の
作
品
と
思
わ
れ
る
「
日
清
韓
大
戦
争
始
」「
皇
国

貴
顕
今
上
天
皇
皇
太
子
肖
像
」「
大
江
山
鬼
賊
退
治
」
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
「
日
清
韓
大
戦
争
始
」
に
は
「
光
蔵
ハ
幼
名
今
ハ
宇
平
」、「
大
江
山
鬼
賊
退
治
」

に
は｢

画
者
十
五
歳
永
浜
光
蔵
」
と
あ
り
ま
す
。
光
蔵
が
宇
平
の
幼
名
で
、
十
五

歳
以
降
に
は
宇
平
を
名
乗
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

宇
平
は
、
後
の
町
村
誌
や
『
丹
後
史
料
叢
書
』
な
ど
の
編
さ
ん
の
際
に
、
多
く

の
ス
ケ
ッ
チ
や
精
緻
な
図
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
礎
は
、
子
ど
も
の
時
か
ら

の
絵
の
才
能
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も

宇
平
の
残
し
た
絵
は
、
精
緻
な
も
の
か
ら
コ
ミ
カ
ル
な
も
の
ま
で
多
彩
で
あ
り
、

そ
の
才
能
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
残
さ
れ
た
資
料
に
あ
る
『
御
代
の
花
』
巻
の
壱
は
、
明
治
二
四
年
に
設

立
さ
れ
た
「
日
本
青
年
絵
画
共
進
会
」（
京
都
、
顧
問
は
富
岡
鉄
斎
）
が
翌
二
五

年
に
発
刊
し
た
も
の
で
す
。「
青
年
絵
画
共
進
会
本
部
日
本
画　

永
浜
宇
平
」
と

朱
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
宇
平
は
絵
を
学
ぶ
た
め
に
、
こ
の

会
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

水墨画「一品当朝」、「柳陰小艇」（『紅潮』第五号）

鉛筆画「伊予国温泉郡釣島灯台」（『紅潮』第七号）

『御代の花』巻の壱

海軍応招絵日記

「日清韓大戦争始」
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書
を
た
し
な
む

　
「
天
江
」
と
い
う
雅
号
を
用
い
た
宇
平
が
残
し
た
資
料
の
う
ち
、
絵
画
と
並
ん

で
特
徴
的
な
も
の
に
は
書
が
あ
り
ま
す
。
宇
平
が
書
を
学
ん
だ
時
期
は
不
明
で
す

が
、
大
正
四
～
六
年
の
回
覧
雑
誌
『
紅
潮
』
誌
に
は
、
巻
頭
の
題
字
や
目
次
上
部

の
書
に
数
多
く
揮
毫
し
て
お
り
、
同
人
の
夢
汀
楼
（
西
垣
梅
治
、
後
に
宇
平
の
助

手
と
な
る
小
関
梅
治
）
は
、「
三
重
の
社
友
」（『
紅
潮
』
第
拾
壱
号
下
巻
）
の
中

で
宇
平
を
「
鵞
堂
流
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
の
「
世
話
千
字
文
」
は
楷

書
、
明
治
四
二
年
の
「
行
書
千
字
文
」
は
行
書
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
の
「
草

書
講
習
録
」
は
草
書
の
テ
キ
ス
ト
で
す
。
そ
の
た
め
宇
平
は
、
楷
書
→
行
書
→
草

書
の
順
に
学
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
草
書
に
つ
い
て
は
、
大

正
九
（
一
九
二
〇
）
年
前
後
の
通
信
添
削
が
残
っ
て
い
る
た
め
、『
紅
潮
』
誌
の
時

期
か
ら
大
正
九
年
ま
で
の
間
に
小
野
鵞
堂
の
通
信
添
削
に
学
ん
で
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
よ
う
で
す
。
隷
書
は
、
明
治
三
四
年
四
月
の
「
題
妖
怪
」
が
も
っ
と
も

古
い
作
品
で
あ
り
、楷
書
の
次
に
学
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
宇
平
は
、『
紅

潮
』
誌
や
『
言
行
三
束
』
の
巻
頭
題
字
、
自
宅
の
襖
の
書
な
ど
多
く
の
隷
書
の
作

品
を
残
し
て
お
り
、
大
変
好
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

数
学
と
製
図

　

宇
平
は
精
緻
な
図
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
礎
と
し
て
は
、
絵
の
才
能

と
と
も
に
、
数
学
の
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。『
紅
潮
』
誌
上
に

は
暦
の
議
論
の
根
拠
と
し
て
数
式
を
示
し
て
い
る
も
の
や
友
人
か
ら
借
り
た
「
塵

却
記
」
の
間
違
い
を
訂
正
し
た
話
を
記
し
て
お
り
、
水
路
疎
通
事
業
で
は
勾
配
計

算
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
宇
平
の
数
学
の
知
識
を
示
す
資
料
と
し
て
は「
第

二
期
数
学
講
義
録
草
稿
」
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
年
代
は
不
明
で
す
が
、
明

治
時
代
後
半
か
ら
大
正
時
代
初
期
の
宇
平
は
、
通
信
教
育
な
い
し
は
夜
学
な
ど
何

ら
か
の
形
で
数
学
を
学
ん
で
お
り
、
そ
の
後
、
地
元
の
数
学
講
習
会
の
講
師
を
つ

と
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
資
料
で
す
。

観
世
流
小
謡
を
た
し
な
む

　

宇
平
は
、
明
治
三
一
年
正
月
に
、
周
枳
村
で
行
わ
れ
た
観
世
流
小
謡
稽
古
会
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
哲
学
館
に
学
ぶ
た
め
上
京
す
る
直
前
の
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

周
枳
村
は
宇
平
の
母
方
の
里
に
あ
た
る
た
め
、
そ
の
関
係
か
ら
参
加
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
青
年
期
の
宇
平
の
趣
味
の
一
端
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

世話千字文

「題妖怪」書 観世流小謡
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井
上
円
了
の
影
響

　

宇
平
は
、「
哲
学
館
（
東
洋
大
学
）
宗
教
学
部
の
出
で
あ
り
ま
す
」（「
橘
皐
鳥

君
に
与
ふ
」『
紅
潮
』
第
二
十
二
号
）
と
自
ら
記
す
ほ
か
、『
紅
潮
』
誌
上
や
著
書

の
中
で
哲
学
館
の
井
上
円
了
の
も
と
で
学
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
円
了
を
師
と
あ
お
ぎ
ま
し
た
。
円
了
も
紀
行
文
「
南
船
北
馬
集
」
の
中
に

「
当
地
に
は
哲
学
館
出
身
永
浜
宇
平
氏
あ
り
て
尽
力
せ
ら
る
。」
と
記
し
て
い
ま
す
。

宇
平
は
、『
紅
潮
』
誌
上
に
寄
稿
し
た
幽
霊
や
妖
怪
に
関
す
る
原
稿
に
円
了
の
文

章
を
数
多
く
引
用
し
て
お
り
、
同
人
た
ち
と
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

宇
平
が
円
了
の
も
と
で
学
ん
だ
時
期
は
不
明
で
す
が
、「
題
妖
怪
」
隷
書
に
「
明

治
三
十
四
年
四
月
廿
五
日　

妖
怪
学
研
究
修
了
即
時
」（
一
九
〇
一
年
）
と
記
す
こ

と
や
、
円
了
が
主
催
し
た
『
妖
怪
学
雑
誌
』
第
一
二
～
二
三
号
の
記
事
に
宇
平
か

ら
の
報
告
が
あ
る
こ
と
、「N

agaham
a.　

N
ipponkw

an.

」
と
ペ
ン
書
さ
れ
た
『
一

年
有
半
の
哲
学
と
万
世
不
易
の
哲
学
』（
前
田
長
太
著
、
明
治
三
四
年
）
を
も
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
明
治
三
三
～
三
四
年
前
後
に
在
籍
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い

よ
う
で
す
。
こ
の
前
後
、
明
治
三
四
年
の
伊
勢
参
宮
（「
会
員
の
声
」『
紅
潮
』
第

五
号
）
の
ほ
か
、
明
治
三
二
年
五
月
二
〇
日
に
は
、
撮
影
場
所
は
不
明
な
が
ら
ア

ン
ブ
ロ
湿
板
の
肖
像
写
真
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
桐
箱
の
「
福
井
」
割
印
は
写
真

師
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
、
東
京
で
撮
影
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
せ
よ
哲
学
館
在
籍
前
後
の
宇
平
の
姿
を
う
か
が
え
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
一
一
月
の
円
了
来
丹
で
は
、
国
民
道
徳
普
及
会

よ
り
円
了
の
巡
回
講
演
会
場
を
各
町
村
と
協
議
し
た
上
で
準
備
し
、
あ
わ
せ
て
宿

泊
場
所
の
手
配
を
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
宇
平
は
、
一
一
月
一
七
日
に
峯
山
校
に

て
円
了
と
面
会
し
、
講
演
を
聴
い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
二
一
日
午
前
の
延
利
校
・

午
後
三
重
校
の
講
演
を
聴
講
し
、
そ
の
日
の
万
歳
寺
宿
泊
で
は
夕
食
を
と
も
に
し

て
い
ま
す
。
翌
日
午
前
、
円
了
は
宇
平
宅
に
て
休
憩
し
、
そ
の
折
に
円
了
は
回
覧

雑
誌
『
紅
潮
』
を
閲
覧
し
て
い
ま
す
。
ま
た
宇
平
が
差
し
出
し
た
博
士
四
三
歳
の

御
写
真
（
博
士
が
真
中
で
田
中
哲
学
館
講
師
と
野
田
文
学
士
が
左
右
に
外
に
塚
原

文
学
士
と
私
と
五
名
撮
影
し
た
写
真
）
を
見
て
い
ま
す
（「
博
士
の
談
片
」『
紅
潮
』

第
十
八
号
）。
そ
の
後
、
円
了
か
ら
宇
平
へ
は
、
年
賀
状
（「
一
筆
啓
上
」『
紅
潮
』

第
十
八
号
）
や
哲
学
堂
絵
葉
書
な
ど
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
平
の
も
と
に
は
、
大
正
五
年
に
井
上
円
了
が
揮
毫
し
た
書｢

眞｣

の
ほ
か
、

宇
平
宅
に
も
掲
げ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る「
文
学
博
士
井
上
円
了
大
先
生
御
休
憩
所
」

書
（
円
了
の
門
人
の
森
山
玄
昶
の
書
で
あ
り
、
森
山
が
一
一
月
二
六
日
に
河
守
町

よ
り
宇
平
の
も
と
へ
送
っ
た
も
の
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

井上円了銅像（東洋大学井上記念館前） 「井上円了大先生休憩所」書

−４−

井上円了書「眞」



北
米
旅
行

　

宇
平
は
、
哲
学
館
で
学
ん
だ
後
、
今
度
は
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
こ
と
を
計
画
し
ま

す
。
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
一
一
月
、
宇
平
は
親
族
に
よ
る
身
元
保
証
書
を

添
え
「
百
合
販
売
状
況
視
察
」
を
目
的
と
し
て
旅
券
申
請
を
行
い
ま
す
。
翌
三
七

年
二
月
に
旅
券
は
下
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宇
平
は
七
月
二
六
日
に
横
浜
を

出
港
し
、
八
月
一
三
日
に
ビ
ク
ト
リ
ア
（
カ
ナ
ダ
）
を
経
由
し
て
、
八
月
一
九
日

に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
ア
メ
リ
カ
）
に
到
着
し
て
い
る
こ
と
が
旅
券
に
押
さ
れ

た
印
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
実
に
二
五
日
間
の
船
旅
で
し
た
。
こ
の
時
の
船
旅
に
つ

い
て
宇
平
自
身
が
書
き
残
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
室
洗
心
は
「
無
銭
旅

行
の
し
か
も
赤
毛
布
式
の
冒
険
渡
航
を
や
り
、
食
う
や
食
は
ず
で
異
邦
の
あ
わ

た
ゞ
し
い
遍
歴
を
続
け
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
（『
縮
緬
』）。
宇
平
が
渡
米
す
る

前
後
の
時
期
に
は
、
フ
ロ
リ
ダ
にY

am
ato C

olony

と
呼
ば
れ
る
入
植
地
が
作
ら

れ
、
宮
津
出
身
の
森
上
助
次
・
酒
井
襄
や
丹
波
村
字
橋
木
（
京
丹
後
市
峰
山
町
橋

木
）
の
沖
光
三
郎
な
ど
の
人
々
が
移
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
川

井
龍
介
「
世
界
の
な
か
の
日
本
と
世
界
（
第
一
回
・
二
回
）」
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
『
風
』 

http://kaze.shinshom
ap.info/index.htm

l

二
〇
一
〇
年
）。
し
か
し
宇
平
自
身
は

渡
米
の
こ
と
を
書
き
残
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
目
的
や
渡
米
に
よ
り
宇
平
が
受
け
た

影
響
、
森
上
な
ど
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
す
。

日
露
戦
争

　

宇
平
が
渡
米
し
た
時
期
は
、
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
期
で
し
た
。

　

宇
平
が
明
治
三
七
年
一
二
月
に
記
し
た
「
征
露
戦
利
品
献
納
書
」（
三
重
区
有

文
書
）
に
は
、「
桑
港
（
註:

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
ニ
上
陸
ス
ル
ヤ　

時
ニ
鴨
江

ノ
快
報
ヲ
耳
ニ
シ
堡
蘭
ニ
到
テ
旅
順
閉
塞
ノ
壮
挙
九
連
ノ
□
電
鳳
凰
ノ
快
報
ヲ
聞

テ
翻
然
感
悟
ス
ル
ト
コ
ロ
」
が
あ
り
、「
英
領
加
奈
陀
ヨ
リ
宇
品
ニ
帰
朝
シ
陸
軍

病
院
舩
横
浜
丸
ニ
乗
組
ミ
龍
巖
浦
安
東
縣
大
狐
山
」
に
至
る
が
病
気
に
な
り
帰
国

し
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。『
紅
潮
』
誌
に
は
、
明
治
三
七
年
一
〇
月
二
三
日
写

生
の
「
伊
予
国
温
泉
郡
釣
島
灯
台
」
鉛
筆
画
（『
紅
潮
』
第
七
号
）
が
あ
り
、
ま

た
一
一
月
三
日
に
は
軍
船
加
賀
丸
に
乗
り
日
露
戦
争
戦
地
へ
赴
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
（「
観
戦
日
誌
」『
紅
潮
』
九
号
上
巻
）。
帰
国
の
船
旅
の
時
間
を
考
え
る
と
、

宇
平
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
は
一
ヶ
月
足
ら
ず
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
宇
平
は
、
一
一
月

一
一
日
午
前
に
、
軍
の
許
可
を
得
て
剣
山
砲
塁
に
上
が
り
、
午
後
に
は
戦
利
品
を

得
て
下
り
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
得
た
戦
利
品
は
、
加
賀
丸
が
大

阪
へ
寄
港
し
た
際
に
郷
里
へ
送
ら
れ
、そ
の
後
、三
重
神
社
へ
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

三重神社献納品

−５−

北米旅券三重神社（京丹後市大宮町三重）

征露戦利品献納ノ辞



郷
里
へ
戻
る
～
農
事
共
励
会
～

　

日
露
戦
地
か
ら
帰
国
し
た
後
の
宇
平
の
行
動
は
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
『
紅
潮
』
誌
で
は
、明
治
三
九
～
四
〇
年
頃
に
友
人
宅
に
あ
っ
た
「
塵
却
記
」（
数

学
教
本
）
を
借
り
正
誤
の
付
箋
を
付
け
た
こ
と
（「
い
た
ず
ら
」『
紅
潮
』
第
五
号
）、

岩
代
の
若
松
に
て
回
覧
誌
「
見
儘
聞
儘
思
儘
」
を
見
た
こ
と
（「
無
題
」『
紅
潮
』

第
壱
号
）
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
各
地
へ
旅
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
地
元

に
戻
っ
て
い
る
時
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
四
十
年
代
に
入
る
と
、
宇
平
は
地
元
の
三
重
村
に
戻
り
家
業
の
農
業
に
従

事
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
宇
平
は
、
明
治
四
三
年
四
月
、
四
名
の
創
立
員
と
と
も

に
「
農
事
共
励
会
」
を
設
立
し
会
長
と
な
り
ま
し
た
。
規
則
に
は
、
向
う
五
年
間

は
果
樹
な
ど
を
毎
年
五
本
以
上
植
え
栽
培
の
改
良
を
加
え
る
こ
と
や
、
共
同
購
入
・

共
同
販
売
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
宇
平
は
「
遊
園
を
兼
ね
た
果
樹
園
を
墾

い
て
詩
的
な
生
活
を
し
て
居
る
」（「
三
重
の
社
友
」）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
平
は
、昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
も
「
三
重
村
字
三
重
第
五
農
事
実
行
組
合
」

を
結
成
し
共
同
耕
作
を
行
い
ま
し
た
。
宇
平
は
、
農
業
に
対
し
て
、
共
同
精
神
の

思
想
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

郷
土
史
研
究
へ

　

宇
平
は
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
七
月
一
四
日
よ
り
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
三
月
三
一
日
ま
で
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
三
重
村
役
場
の
書
記
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
期
間
に
宇
平
は
、
全
国
の
三
重
村
の
比
較
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
（『
言

行
三
束
』）。
宇
平
は
、
役
場
退
職
後
も
関
心
を
持
ち
続
け
、『
紅
潮
』
誌
や
『
三

重
郷
土
志
』
に
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
宇
平
は
、
地
元
の
三
重
村
が
人
口
や
土
地

面
積
に
比
べ
て
生
産
収
入
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
林
野
面
積
は
広
い
が
荒
廃

し
て
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
現
状
か
ら
林
野
整
理
事
業
の
必
要
性
を
考
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宇
平
が
三
重
村
の
入
会
林
野
問
題
で
先
頭
に
立
ち
、
全
国
の
事
例
を
比

較
研
究
す
る
素
地
は
、
こ
の
段
階
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
宇
平
は
、
郷
里
三
重
村
の
歴
史
を
調
べ
、
村
誌
を
作
る
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。『
立
石
之
記
』
は
、
役
場
書
記
時
代
に
、
三
重
村
字
森
本
（
京
丹
後

市
大
宮
町
森
本
）
の
立
石
大
逆
修
塔
（
市
指
定
史
跡
）
の
銘
文
を
読
み
、
過
去
の

文
献
を
検
討
し
た
も
の
で
す
。
宇
平
の
郷
土
史
研
究
の
萌
芽
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

な
お
宇
平
は
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
立
石
大
逆
修
塔
へ
灯
を
か
ざ
す
方
法
で
磨
滅

し
た
銘
文
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
た
ま
た
ま
近
く
を
通
り
か
か
っ
た

人
に
お
化
け
と
間
違
わ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

立石大逆修塔（京丹後市大宮町森本）

−６−

立石之記

農事共励会会則 農事共励会規約



岩
屋
寺
奥
の
院
再
興

　

宇
平
は
、
村
誌
編
さ
ん
の
た
め
、
各
地
の
資
料
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
大
正
三

（
一
九
一
四
）
年
秋
に
は
、神
宮
寺
普
門
院
（
与
謝
野
町
石
川
）
の
「
朝
日
山
記
」
に
、

岩
屋
寺
（
京
丹
後
市
大
宮
町
谷
内
）
奥
の
院
種
字
に
関
す
る
記
事
を
見
出
し
ま
す
。

現
地
に
種
字
を
発
見
し
た
宇
平
は
、
こ
れ
に
補
修
を
加
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
正
四
年
に
「
岩
屋
寺
不
動
尊
像
並
ニ
行
基
菩
薩
像
建
立
ノ
趣
意
」

を
記
し
、
翌
年
に
は
寄
進
を
集
め
石
造
不
動
尊
像
を
建
立
し
、
自
費
を
投
じ
て
籠

堂
を
建
て
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
禁
筆
を
解
き
、
不
動
明
王
像
を
描
き
ま
し
た
。

回
覧
雑
誌
『
紅
潮
』

　

宇
平
は
、大
正
四
年
八
月
よ
り
、回
覧
雑
誌
『
紅
潮
』
に
参
加
し
ま
す
。『
紅
潮
』

は
、
毎
月
一
〇
日
を
発
行
日
と
し
、
各
自
が
そ
れ
ま
で
に
原
稿
を
寄
せ
、
編
輯
局

に
て
項
目
ご
と
に
分
類
さ
れ
編
綴
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
口
大
野
村
（
京
丹
後

市
大
宮
町
口
大
野
）
を
発
行
所
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
「
三
重
村
字
三
重

九
百
五
十
四
番
地
」
と
宇
平
の
住
所
が
発
行
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
宇
平
は
、
当

初
よ
り
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
実
際
の
編
集
に
も
あ
た
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
こ
の
世
に
一
冊
し
か
な
い
回
覧
雑
誌
の
大
半
は
、
宇
平
の
も
と
に
伝
わ

り
ま
し
た
。

　
『
紅
潮
』
が
創
刊
さ
れ
た
大
正
四
年
の
秋
は
、
中
郡
の
小
作
人
な
ど
が
奨
励
米

の
増
額
を
郡
農
会
へ
申
し
込
む
中
郡
連
合
小
作
団
が
結
成
さ
れ
、
宇
平
は
そ
の
中

心
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
自
伝
『
言
行
三
束
』
に
は
「
貧
乏
へ
の
道
」

と
自
嘲
気
味
に
記
し
て
い
ま
す
が
、
宇
平
の
視
点
が
身
近
な
人
々
の
立
場
に
立
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
す
。『
紅
潮
』
誌
上
の
宇
平
は
、
第
二
号
を
除
く
ほ

ぼ
毎
号
に
記
事
や
絵
画
、
題
字
も
寄
稿
し
て
お
り
、
小
作
団
の
動
き
を
全
く
感
じ

さ
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
小
学
時
代
や
日
露
従
軍
時
の
絵
画
な

ど
を
多
く
寄
せ
て
い
ま
し
た
が
、
井
上
円
了
の
丹
後
巡
講
前
後
に
は
哲
学
館
時
代

に
円
了
の
も
と
で
学
ん
だ
内
容
を
記
し
た
原
稿
が
増
え
ま
す
。
後
半
に
は
、
同
人

の
夢
汀
楼
の
す
す
め
も
あ
り
、
村
誌
編
さ
ん
に
伴
っ
て
作
成
し
た
原
稿
や
収
集
し

た
資
料
の
紹
介
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。『
三
重
郷
土
志
』
編
さ
ん
を
行
っ

て
い
る
時
期
と
重
な
る
資
料
で
あ
り
、
大
正
時
代
の
宇
平
の
思
想
や
、
幼
少
か
ら

青
年
期
の
絵
画
の
様
相
な
ど
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
『
紅
潮
』
誌
は
、
大
正
六
年
一
一
月
発
行
の
第
二
八
号
ま
で
の
所
在
を
確
認
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
動
向
は
不
明
で
す
。
第
二
二
号
の
問
答
欄
開
設
以
降
は
、

質
問
・
議
論
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
原
稿
量
も
減
っ
て
い
ま
す
。

「大正実語教」隷書（『紅潮』第貳拾八号）
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『
三
重
郷
土
志
』
の
発
刊

　

宇
平
は
、
大
正
初
年
よ
り
一
〇
年
前
後
の
期
間
と
大
変
な
労
力
を
投
じ
、
最
終

的
に
は
本
文
一
一
五
〇
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
大
著
『
三
重
郷
土
志
』
の
原
稿
を
完
成

し
ま
し
た
。『
三
重
郷
土
志
』
発
刊
に
あ
た
っ
て
は
、「
三
重
郷
土
志
刊
行
会
」
が

設
立
さ
れ
、
大
正
一
一
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

直
筆
原
稿
の
厚
さ
は
、
一
〇
．
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
現
在
の
よ
う

に
パ
ソ
コ
ン
や
コ
ピ
ー
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
毛
筆

に
よ
る
手
書
き
で
執
筆
し
て
い
ま
す
（
そ
の
後
の
町
村
誌
の
原
稿
は
万
年
筆
を
用

い
て
執
筆
し
て
い
ま
す
）。
こ
の
『
三
重
郷
土
志
』
の
刊
行
は
、
そ
の
後
の
宇
平
の

方
向
を
決
定
付
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
郡
町
村
誌
執
筆
の
基
礎
に
な
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
三
重
郷
土
志
』
は
、
全
部
で
五
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
稿
に
は
、

執
筆
完
了
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正　

三
年　

九
月
一
二
日　

第
四
編
礼
祀
、

　

大
正　

四
年　

三
月
一
三
日　

第
五
編
史
蹟
、

　

大
正　

五
年
一
二
月
二
二
日　

第
三
編
制
度
、

　

大
正　

八
年　

八
月
一
〇
日　

第
二
編
民
俗
、

　

大
正
一
〇
年　

一
月
二
〇
日　

第
一
編
総
論　

　

宇
平
自
身
も
記
す
よ
う
に
、
本
の
後
半
部
分
か
ら
執
筆
を
始
め
て
お
り
、
最
後

に
総
論
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。
原
稿
に
は
、
貼
紙
や
朱
書
に
よ
る
校
正
が
数
多
く

見
ら
れ
る
た
め
、
当
初
の
原
稿
を
作
成
し
た
後
に
、
何
度
も
手
を
入
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
本
書
に
対
す
る
宇
平
の
情
熱
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
本
の
題
名
は
、
当
初
「
三
重
村
誌
」
の
予
定
で
、
原
稿
用
紙
の
柱
書
に
も

「
三
重
村
誌
稿
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
が
、途
中
の
「
三
重
村
郷
土
誌
」
を
経
て
、

最
終
的
に
は
「
三
重
郷
土
志
」
と
な
り
ま
し
た
。
巻
頭
に
は
、
地
元
の
三
重
村
長

な
ど
の
序
文
の
ほ
か
、
東
洋
大
学
（
哲
学
館
の
後
身
）
の
境
野
学
長
や
東
京
帝
国

大
学
の
黒
板
勝
美
な
ど
の
序
文
が
あ
り
ま
す
。
黒
板
と
宇
平
と
の
接
点
が
ど
の
段

階
に
さ
か
の
ぼ
る
か
は
今
後
の
課
題
で
す
が
、
そ
の
関
係
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
宇
平
は
、『
三
重
郷
土
志
』
刊
本
お
よ
び
直
筆
原
稿
・
資
料
を
、
母
校
の

三
重
小
学
校
へ
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
宇
平
は
、
自
分
が
編
さ
ん
・
執
筆

し
た
町
村
誌
な
ど
の
発
刊
後
に
、
直
筆
原
稿
と
刊
本
を
三
重
小
学
校
へ
寄
贈
し
て

い
ま
す
（
い
ず
れ
か
片
方
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）。
宇
平
が
寄
贈
し
た
直
筆
原
稿
・

刊
本
は
、
そ
の
大
部
分
が
現
在
も
残
さ
れ
て
お
り
、
宇
平
の
業
績
を
ふ
り
か
え
る

上
で
重
要
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

三重郷土志資料・原稿・刊本寄贈申込書

−８−

三重郷土志原稿（部分）

三重郷土志原稿（右）と資料（左） 「三重村誌稿」（『紅潮』第貳拾壹号）



 「
父
、
永
浜
宇
平
を
語
る
」

　

平
成
二
二
年
九
月
二
六
日
（
日
）
に
丹
後
市
民
局
二
階
に
て
開
催
し
ま
し
た

「
第
一
回
京
丹
後
市
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー
」
の
第
二
部
「
父
、
永
浜
宇
平
を
語
る
」

を
文
章
化
し
た
も
の
で
す
。
お
話
い
た
だ
い
た
の
は
、
永
浜
宇
平
の
末
娘
に
あ

た
ら
れ
る
糸
井
貞
（
み
さ
お
）
さ
ん
で
す
。

（
開
会
あ
い
さ
つ
） 　

本
日
、
岩
滝
か
ら
非
常
に
無
理
な
お
願
い

を
し
ま
し
て
糸
井
貞
（
み
さ
お
）
様
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。

宇
平
さ
ん
の
一
〇
人
の
子
ど
も
さ
ん
の
一
番
末
の
娘
さ
ん
と
お
う

か
が
い
し
て
お
り
、
ま
た
別
の
永
浜
宇
平
さ
ん
の
お
話
を
お
う

か
が
い
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
で
は
、

み
な
さ
ま
盛
大
な
拍
手
で
お
迎
え
下
さ
い
。

（
司
会
）　

で
は
後
半
と
い
う
こ
と
で
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
前
に
お
座
り
い
た
だ
い
の
が
、
永
浜
宇
平
さ
ん
の
一
〇
人
の

お
子
さ
ま
の
中
で
一
番
末
の
娘
に
あ
た
ら
れ
る
糸
井
貞
さ
ん
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
、
宇
平
さ
ん
の
展
示
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
く
に
あ
た
っ
て
、
資
料
調
査
の
一
環
と
し
て
、
色
々
と
お
話
を

お
う
か
が
い
し
、
宇
平
さ
ん
の
生
前
の
お
姿
を
ご
存
知
な
の
は
、

お
そ
ら
く
貞
さ
ん
以
外
に
お
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
九
月
二
六
日
が
宇
平
さ
ん
の
誕
生
日
で

あ
り
、
生
誕
一
三
〇
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
の
で
こ
の
日
に
お

話
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」
と
無
理
な
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
ご
快
諾
い
た
だ
き
こ
う
し
て
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
の
方
か
ら
、
宇
平
さ
ん
に
関
し
て
貞
さ
ん
に
ご
質

問
し
て
、
そ
れ
に
お
答
え
い
た
だ
く
よ
う
な
形
で
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
、
女
性
に
お
年
を
お
う
か
が
い
す
る
の
は
大
変

失
礼
か
と
思
い
躊
躇
し
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
生
前
の
宇
平
さ

ん
を
ど
う
い
う
背
景
で
貞
さ
ん
が
ご
存
知
か
と
い
う
と
こ
ろ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
貞
さ
ん
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
年

を
お
う
か
が
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
貞
さ
ん
）　

私
は
大
正
一
五
年
（
の
生
ま
れ
）
で
す
。

（
司
会
）　

大
正
一
五
年
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
う
ど
『
丹
後
宮

津
志
』、『
石
川
村
誌
』
の
編
さ
ん
が
終
わ
り
、『
丹
後
史
料
叢
書
』

編
さ
ん
を
さ
れ
て
い
る
時
期
の
お
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
で
、
宇

平
さ
ん
が
た
く
さ
ん
の
町
村
誌
を
書
か
れ
て
い
た
時
代
に
お
生

ま
れ
に
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

貞
さ
ん
は
一
〇
人
兄
弟
の
一
番
下
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
と
う

か
が
い
し
て
い
ま
す
が
？

（
貞
さ
ん
）　

そ
う
ら
し
い
で
す
。
上
の
兄
二
人
は
小
さ
い
時
に

亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
わ
か
ら
ん
の
で
す
。

（
司
会
）　

郷
土
史
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
宇
平
さ
ん
で
す
が
、

実
際
に
家
で
は
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？

（
貞
さ
ん
）　

家
で
は
も
う
・
・
・
ほ
と
ん
ど
机
に
む
か
っ
て
い
ま

し
た
の
で
・
・
・
。
家
庭
的
な
こ
と
は
別
に
・
・
・
忙
し
い
時
だ

け
は
外
仕
事
に
で
る
と
い
う
程
度
で
、
ほ
と
ん
ど
机
に
む
か
っ

て
い
ま
し
た
。

（
司
会
）　

家
で
は
田
ん
ぼ
は
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。

（
貞
さ
ん
）　

え
え
。
田
ん
ぼ
も
作
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

農
繁
期
に
出
る
く
ら
い
で
、
ほ
と
ん
ど
母
親
が
し
て
い
ま
し
た
。

（
司
会
）　

そ
れ
は
貞
さ
ん
の
お
母
様
が
・
・
・
。

（
貞
さ
ん
）　

え
え
。
そ
う
で
す
。
農
繁
期
に
は
出
ま
し
た
け
れ

ど
も
・
・
・
。

　

そ
れ
か
ら
昔
の
こ
と
で
す
か
ら
、
一
年
中
の
焚
き
も
の
が
全

部
ま
き
（
薪
）
だ
っ
た
の
で
、
一
年
中
の
ま
き
を
家
に
持
っ
て
帰

ら
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
で
す
。
山
の
根
切
り
と
い
っ
て
、
春
、

芽
が
出
る
ま
で
に
大
き
な
木
で
も
、
全
部
根
元
か
ら
切
っ
て
お

く
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
そ
れ
を
切
る
だ
け
を
切
っ
て
お
い
た

ら
、
お
母
さ
ん
が
暇
に
ま
か
せ
て
、
そ
れ
を
細
か
い
よ
う
に
切
っ

て
束
ね
て
家
に
持
っ
て
帰
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
根

切
り
と
い
う
事
に
は
出
ま
し
た
し
、
田
植
と
か
、
稲
刈
り
と
か
、

稲
こ
ぎ
と
か
、
農
繁
期
に
は
出
ま
し
た
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
と

ん
ど
外
仕
事
は
母
親
に
任
せ
き
り
で
し
た
。

（
司
会
）　

や
は
り
一
万
三
千
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
本
を
書
か
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、（
家
業
の
農
業
よ
り
も
）
机
に
向
か
っ
て
い
る
姿

を
一
番
よ
く
覚
え
て
お
ら
れ
る
と
い
う
話
を
お
う
か
が
い
し
ま

し
た
。
続
き
ま
し
て
、
宇
平
さ
ん
の
時
代
は
ど
ん
な
生
活
を
さ

れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
背
景
で
郷
土
史
の

研
究
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
関
わ
っ
て
お
う
か
が
い
た
い

の
で
す
が
、
家
に
は
自
動
車
は
あ
り
ま
し
た
か
。

（
貞
さ
ん
）　

あ
り
ま
せ
ん
。

（
司
会
）　

宇
平
さ
ん
は
岩
屋
村
や
与
謝
郡
の
各
地
へ
行
っ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
に
自
動
車
で
な
け
れ
ば
歩
い
て
行
っ
て

お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

（
貞
さ
ん
）　

ほ
と
ん
ど
自
転
車
で
し
た
。
そ
の
自
転
車
も
ま
た

古
ぼ
け
た
よ
う
な
明
治
時
代
に
古
い
の
を
買
っ
た
よ
う
な
、
い

−９−



つ
つ
ぶ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
古
い
自
転
車
で
し
た
。

（
司
会
）　

宇
平
さ
ん
は
、
与
謝
郡
を
中
心
に
町
村
誌
の
編
さ
ん

な
ど
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
宇
平
さ
ん
自
身
は
自
動
車
を
お

持
ち
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
自
転
車
な
い
し
は
歩
い
て
、

一
部
に
は
電
車
が
開
通
し
て
い
ま
し
た
の
で
こ
れ
を
利
用
し
て
と

い
っ
た
感
じ
で
丹
後
一
円
の
資
料
を
見
て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
で
す
と
自
動
車
で
移
動
す
る
の
で
、「
何
日

何
時
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
、
資
料
調
査
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
、
移
動
す
る
だ
け
で
も
大
変

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

次
の
質
問
で
す
が
、
電
話
は
あ
り
ま
し
た
か
？

（
貞
さ
ん
）　

電
話
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
電
話
は
、
お
医
者

さ
ん
が
す
ぐ
近
く
で
し
た
の
で
、
お
医
者
の
と
こ
ろ
へ
電
話
が

か
か
っ
て
く
る
と
お
医
者
様
が
走
っ
て
呼
び
に
来
て
下
さ
い
ま

し
た
。
電
話
の
相
手
は
、
待
っ
て
い
る
時
間
が
大
変
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

（
司
会
）　

今
で
は
携
帯
電
話
も
あ
り
便
利
で
す
が
、
宇
平
さ
ん

の
時
代
は
手
紙
か
電
話
、
電
話
を
か
け
て
も
一
軒
ご
と
に
あ
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
電
話
の
あ
る
家
に
か
け
て
、
か
か
っ
て
き

た
家
の
人
が
、
呼
び
に
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
電
話
を
か

け
る
と
き
は
お
医
者
様
の
お
宅
に
行
っ
て
か
け
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？

（
貞
さ
ん
）　

三
重
に
電
話
の
あ
る
家
は
二
軒
で
し
た
。
ど
こ
に

あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
一
般
家
庭
に
は
ど
こ
に
も

な
か
っ
た
で
す
。

（
司
会
）　

連
絡
を
と
る
の
も
大
変
な
時
代
だ
っ
た
と
い
う
の
が

わ
か
り
ま
す
。
あ
と
宇
平
さ
ん
が
机
に
向
か
い
、
原
稿
を
書
か

れ
て
い
る
時
は
、
ロ
ー
ソ
ク
の
明
か
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

そ
れ
と
も
電
灯
は
あ
り
ま
し
た
か
。

（
貞
さ
ん
）　

私
が
覚
え
て
い
る
頃
は
電
灯
で
し
た
。
ハ
ダ
カ
電

球
で
一
〇
燭
と
か
一
六
燭
と
か
・
・
・
、
普
通
の
家
庭
だ
と
一
〇

燭
が
一
つ
で
、
食
事
す
る
時
は
こ
っ
ち
炊
事
の
時
は
あ
っ
ち
に
と

移
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
の
と
こ
ろ
は
父
親
が
机
に
向
っ
て
い

た
の
で
、
机
の
と
こ
ろ
だ
け
一
六
燭
の
電
燈
を
つ
け
て
、
一
〇
燭

と
一
六
燭
の
二
つ
で
し
た
。
だ
か
ら
、
ろ
う
そ
く
を
つ
け
て
の
生

活
は
知
り
ま
せ
ん
。

（
司
会
）　

宇
平
さ
ん
と
い
う
と
郷
土
史
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
と
て
も
強
い
の
で
す
が
、
そ
ち
ら
の
お
話

を
こ
れ
か
ら
お
う
か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
宇
平
さ
ん
は

郷
土
史
の
原
稿
を
本
当
に
四
六
時
中
書
い
て
い
た
と
い
う
感
じ

で
す
か
？

（
貞
さ
ん
）　

私
に
し
て
み
た
ら
、
原
稿
を
書
い
て
い
た
の
か
何

を
書
い
て
い
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
机
に
向
っ
て

い
ま
し
た
ね
。

（
司
会
）　

昭
和
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
岩
屋
村
誌
』
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
宇
平
さ
ん
を
貞
さ
ん
は
よ
く
覚
え
て
お
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
・
・
？

（
貞
さ
ん
）　

そ
の
頃
の
私
は
小
学
校
へ
入
る
前
で
、
今
み
た
い

に
幼
稚
園
や
保
育
所
が
な
い
し
家
に
い
て
も
邪
魔
に
な
る
し
、

母
親
に
つ
い
て
山
に
行
っ
て
も
危
な
い
し
、
田
ん
ぼ
行
っ
て
も
遊

ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
し
、
畑
に
は
つ
い
て
行
き
ま
し
た
け
ど
・
・
・
。

で
も
父
が
、『
岩
屋
村
誌
』
を
作
っ
て
い
る
時
は
、
お
ん
ぼ
ろ
の

自
転
車
の
三
角
の
と
こ
ろ
、
今
、
警
察
の
人
が
乗
っ
て
い
る
よ

う
な
自
転
車
の
前
に
座
布
団
を
四
つ
折
に
し
て
、そ
こ
へ
（
私
を
）

乗
せ
て
岩
屋
村
の
役
場
ま
で
行
き
ま
し
た
。

（
司
会
）　

岩
屋
村
に
行
っ
た
時
、
宇
平
さ
ん
は
多
分
資
料
調
査

を
し
た
り
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
貞
さ
ん
は
ど
う
さ
れ
て

い
ま
し
た
か
？

（
貞
さ
ん
）　

役
場
の
方
が
時
々
遊
ん
だ
り
は
し
て
お
く
れ
ま
し

た
が
・
・
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
行
っ
て
昼
寝
す
る
く
ら

い
。
で
も
起
き
た
と
き
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
家
で
は
さ
つ

ま
い
も
と
か
柿
と
か
栗
と
か
を
食
べ
て
い
て
、
お
金
を
か
け
た

お
や
つ
は
食
べ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
ど
、
岩
屋
で
は
枕
元
に
お

菓
子
が
置
い
て
あ
っ
た
の
で
そ
れ
が
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

（
司
会
）　

今
と
比
べ
る
と
、
非
常
に
質
素
な
時
代
の
お
話
だ
と

思
い
ま
し
た
。
実
際
、
宇
平
さ
ん
が
役
場
へ
何
の
用
事
で
行
っ

た
の
か
は
わ
か
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

（
貞
さ
ん
）　

そ
の
頃
の
私
で
は
、
岩
屋
村
へ
何
を
し
に
行
っ
て
た

の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

（
司
会
）　

今
で
い
う
保
育
所
の
頃
で
す
か
ら
分
か
ら
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
さ
て
晩
年
に
な
る
と
、
昭
和
一
一
年
に
峰

山
町
誌
を
引
き
う
け
、
日
置
村
誌
・
岩
滝
町
誌
と
三
つ
の
町
村

誌
の
執
筆
を
か
か
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
頃
の
貞
さ

ん
は
学
校
に
行
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

（
貞
さ
ん
）　

そ
う
で
す
ね
。

（
司
会
）　

で
は
、
そ
の
三
つ
の
町
村
誌
を
書
い
て
お
ら
れ
た
時
の

思
い
出
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。
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（
貞
さ
ん
）　

峰
山
に
行
っ
て
こ
よ
う
か
、
今
日
は
日
置
に
行
っ

て
こ
よ
う
か
と
い
う
こ
と
は
よ
く
聞
き
ま
し
た
が
、
何
し
に
行
っ

た
か
は
、
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
岩
滝
町
誌
の
時
に
は
学

校
を
卒
業
す
る
間
際
で
し
て
、
戦
時
中
で
食
料
不
足
だ
っ
た
の

で
米
だ
け
を
持
っ
て
岩
滝
の
役
場
へ
行
き
ま
し
た
。
お
か
ず
は

役
場
の
用
務
員
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
て
、
二
日
く
ら
い
は
泊
ま
っ

て
く
る
・
・
・
そ
う
い
う
生
活
で
し
た
。

（
司
会
）　

岩
滝
町
誌
を
書
か
れ
て
い
た
昭
和
一
〇
年
代
は
、
戦

時
中
で
食
料
事
情
が
悪
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
そ
し
て
、

お
米
だ
け
を
持
っ
て
役
場
に
行
か
れ
た
。
二
日
く
ら
い
家
を
空

け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
ね
？

（
貞
さ
ん
）　

水
戸
谷
（
峠
）
を
通
る
の
で
、
毎
晩
帰
る
の
は
し

ん
ど
い
で
す
し
、
日
置
の
方
へ
行
っ
た
時
も
そ
う
で
し
た
。

（
司
会
）　

宇
平
さ
ん
の
移
動
手
段
と
い
う
と
自
転
車
し
か
な

か
っ
た
訳
で
、
日
置
や
岩
滝
へ
行
く
の
も
距
離
が
あ
る
の
で
大

変
だ
と
い
う
こ
と
で
、
資
料
調
査
の
時
は
何
日
か
泊
ま
っ
て
お

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
先
ほ
ど
の
町
村
誌
の
話
で
す
が
、

助
手
の
小
関
梅
治
さ
ん
と
い
う
方
が
お
ら
れ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
小
関
さ
ん
に
つ
い
て
何
か
覚
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
？

（
貞
さ
ん
）　

小
関
さ
ん
は
（
三
重
村
）
役
場
の
職
員
さ
ん
で
、
お

と
な
し
い
方
で
し
た
が
、
言
葉
は
て
き
ぱ
き
話
す
賢
い
方
で
し
た
。

あ
ち
こ
ち
に
兵
隊
で
亡
く
な
っ
た
人
の
村
葬
が
あ
り
、
村
の
人
だ

け
で
な
く
知
事
と
か
、
偉
い
人
も
見
え
る
と
、
よ
そ
の
村
か
ら
も

村
葬
の
司
会
に
来
て
く
れ
と
頼
ま
れ
て
行
っ
た
り
・
・
・
。

（
司
会
）　

小
関
さ
ん
は
三
重
村
役
場
の
書
記
を
さ
れ
て
い
た
方

な
の
で
す
が
、
娘
さ
ん
が
二
人
お
ら
れ
、
お
一
人
は
永
浜
家
へ
嫁

い
で
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

（
貞
さ
ん
）　

そ
う
で
す
。
私
の
と
こ
ろ
へ
姉
の
方
が
・
・
・

（
司
会
）　

妹
さ
ん
が
お
ら
れ
た
の
で
お
話
を
お
う
か
が
い
し
た

と
こ
ろ
、
三
重
村
役
場
の
兵
事
係
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

さ
き
ほ
ど
の
お
話
は
こ
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
残

念
な
が
ら
小
関
さ
ん
が
宇
平
さ
ん
の
助
手
を
さ
れ
て
い
た
の
は

大
正
時
代
で
、
そ
の
方
や
貞
さ
ん
が
お
生
ま
れ
に
な
る
前
な
の

で
、
そ
の
時
の
状
況
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
方
は
な
い
よ
う
で
す
。

あ
と
町
村
誌
の
関
係
で
お
う
か
が
い
し
た
い
の
は
、
写
真
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

（
貞
さ
ん
）　

写
真
は
、（
加
悦
の
）
中
上
さ
ん
か
ら
写
真
機
を
一

台
借
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
ま
し
た
。
今
の
カ
メ
ラ
み
た
い
に
ど

こ
で
も
写
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
も
（
三
脚
で
）
据

え
付
け
て
撮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
中
上
さ
ん
か

ら
借
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
、
い
つ
で
も
家
に
あ
り
ま
し
た
。
だ
か

ら
兄
た
ち
が
兵
隊
に
行
く
と
き
の
家
族
写
真
な
ど
で
も
家
で
撮

り
ま
し
た
。

（
司
会
）　

宇
平
さ
ん
が
写
真
を
撮
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

（
貞
さ
ん
）　

家
族
写
真
と
い
う
と
宇
平
も
入
り
た
い
の
で
、
そ

の
時
は
、そ
の
辺
り
に
い
る
人
に
頼
ん
で
写
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
司
会
）　

ち
な
み
に
そ
の
カ
メ
ラ
は
、
ネ
ガ
か
ガ
ラ
ス
か
ど
ち

ら
を
使
わ
れ
て
い
た
か
覚
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

（
貞
さ
ん
）　

ガ
ラ
ス
で
し
ょ
う
ね
。

（
司
会
）　

今
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
少

し
前
は
ネ
ガ
で
、
ネ
ガ
の
出
る
前
は
ガ
ラ
ス
板
に
感
光
剤
を
塗

る
タ
イ
プ
の
ガ
ラ
ス
乾
板
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
使
わ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

（
貞
さ
ん
）　

そ
う
で
す
。
そ
れ
を
（
印
画
紙
に
）
焼
か
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
が
、
焼
く
の
は
中
上
さ
ん
で
し
た
。

（
司
会
）　

加
悦
の
中
上
さ
ん
へ
行
く
の
は
遠
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
中
上
さ
ん
が
取
り
に
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
？

（
貞
さ
ん
）　

写
真
を
取
り
に
父
が
行
っ
た
り
、
中
上
さ
ん
が
来

た
り
・
・
・
。
中
上
さ
ん
は
昔
の
親
戚
に
な
る
ら
し
い
で
す
。
ど

ん
な
親
戚
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
で
す
が
・
・
・
。

（
司
会
）　

今
で
も
加
悦
に
あ
る
中
上
写
真
館
か
ら
写
真
機
を
借

り
、
調
査
に
行
っ
た
先
で
は
宇
平
さ
ん
自
身
が
撮
っ
て
お
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
は
郷
土
史
家
の
宇
平
さ
ん
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
次
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
面
で
、
宇
平
さ
ん

は
ど
ん
な
お
父
さ
ん
だ
っ
た
か
、
宇
平
さ
ん
の
お
人
柄
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
貞
さ
ん
が
学
校
に
行
か
れ

て
い
た
時
、
宇
平
さ
ん
は
先
生
と
し
て
お
話
を
さ
れ
て
い
た
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
う
か
が
い
し
た
の
で
す
が
、
ど
ん
な
お

話
を
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

（
貞
さ
ん
）　

丹
後
地
震
（
丹
後
震
災
）
の
話
を
し
ま
し
た
。
今

で
い
う
と
、
小
学
校
の
一
年
か
ら
中
学
校
の
二
年
、
昔
の
高
等

科
ま
で
八
年
間
の
人
間
が
一
つ
の
場
所
に
あ
つ
ま
っ
て
、
父
の
話

を
聞
く
も
の
だ
か
ら
、
あ
く
び
し
な
い
よ
う
に
話
す
と
い
う
こ

と
が
大
変
だ
っ
た
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
怖
い
話
を
し
て
み
た

り
、
笑
う
よ
う
な
話
を
し
て
み
た
り
・
・
・
。

　

赤
ん
坊
が
寝
て
い
て
も
、
ほ
っ
と
い
て
飛
ん
で
（
家
か
ら
）
出

て
行
く
。
そ
う
す
る
と
赤
ん
坊
が
泣
い
て
い
る
と
い
っ
て
走
っ
て
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（
家
に
）
入
る
。
そ
の
間
に
ま
た
余
震
が
来
る
。
夕
方
だ
っ
た
の

で
ど
こ
の
家
も
風
呂
を
焚
い
た
り
、
か
ま
ど
に
火
を
つ
け
て
夕

飯
の
準
備
を
し
た
り
し
て
、
ま
た
そ
の
年
は
雪
が
多
か
っ
た
の

で
、
余
震
の
間
に
必
ず
雪
を
手
に
持
ち
、
お
く
ど
さ
ん
に
突
っ

込
ん
で
・
・
・
そ
れ
が
地
震
の
（
時
の
）
仕
事
だ
っ
た
と
い
う
話

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
と
、
地
震
が
起
こ
れ
ば
お
風
呂
に
入
っ
て
い
て
も
、
何
も

着
ず
に
す
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
で
出
て
来
た
り
、
そ
ん
な
話
を
す
る
も

の
だ
か
ら
、
子
供
た
ち
が
手
を
た
た
い
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

小
さ
い
子
が
飽
き
た
り
、
眠
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
話
す
る
の

は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
貞
さ
ん
追
加
）　

話
の
中
で
私
が
小
さ
い
な
が
ら
に
感
動
し
た

の
は
、
地
震
後
、
村
中
の
人
が
出
て
、
家
の
傾
き
が
酷
く
て
住

む
事
の
出
来
な
い
家
か
ら
順
に
、
今
日
は
こ
の
家
、
明
日
は
あ

の
家
と
順
番
に
家
起
こ
し
に
手
分
け
し
て
廻
り
、
助
け
合
っ
て

何
ん
と
か
家
の
中
で
暮
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
皆
村
中
の
人
の

助
け
合
っ
て
今
日
の
日
が
あ
る
の
だ
と
い
う
事
を
聞
い
て
感
涙

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

（
司
会
）　

宇
平
さ
ん
が
学
校
で
お
話
を
さ
れ
て
い
る
と
、
貞
さ
ん

は
周
り
の
友
達
か
ら
、「
貞
さ
ん
の
お
父
さ
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た

り
も
し
ま
す
よ
ね
？
そ
れ
は
恥
ず
か
し
く
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

（
貞
さ
ん
）　

言
わ
れ
ま
す
よ
。
な
ん
か
こ
う
、
恥
ず
か
し
い
よ

う
な
・
・
・
で
も
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

（
司
会
）　
『
丹
後
地
震
誌
』
も
書
か
れ
て
い
て
、
地
震
の
研
究
も

郷
土
史
研
究
の
傍
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
多

分
学
校
で
お
話
を
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

あ
と
宇
平
さ
ん
は
学
校
の
役
な
ど
は
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

（
貞
さ
ん
）　

あ
の
頃
は
育
友
会
と
は
い
わ
ず
保
護
者
会
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
が
、
保
護
者
会
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

（
司
会
）　

今
で
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
す
ね
。
宇
平
さ
ん
は
斬
新
な
考

え
方
を
さ
れ
る
方
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
が
、
保
護

者
会
長
を
さ
れ
て
い
た
時
に
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

（
貞
さ
ん
）　

あ
ま
り
記
憶
は
な
い
の
で
す
が
、
三
重
村
の
学
校

に
は
修
学
旅
行
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
が
一
年
生
に
入
っ
た
年

に
月
に
一
〇
銭
づ
つ
貯
め
て
五
年
で
五
円
貯
ま
っ
た
ら
修
学
旅
行

に
行
け
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
、
父
が

発
案
し
て
、
み
ん
な
賛
成
し
て
く
れ
た
ら
し
い
で
す
。

　

で
も
父
か
ら
そ
の
話
を
聞
い
た
の
で
は
な
く
友
達
か
ら
聞
き
、

そ
の
時
は
じ
め
て
私
た
ち
の
代
か
ら
修
学
旅
行
に
行
け
る
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
三
重
の
学
校
で
初
め
て
の
事
で
し
た

が
、
そ
れ
も
二
年
続
い
た
か
、
三
年
続
い
た
か
・
・
・
、
戦
争
で

行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
司
会
）　

今
は
修
学
旅
行
も
当
た
り
前
の
時
代
な
の
で
す
が
、

そ
の
頃
は
貞
さ
ん
の
代
か
ら
修
学
旅
行
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
ね
。
そ
れ
は
宇
平
さ
ん
が
発
案
さ
れ
た
と
い
う
お
話

で
し
た
。
と
こ
ろ
で
宇
平
さ
ん
は
書
を
書
か
れ
て
い
た
と
思
う

の
で
す
が
、
書
に
つ
い
て
何
か
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
？

（
貞
さ
ん
）　

何
年
頃
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
唐
紙
に
隷
書
を

書
い
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

（
司
会
）　

以
前
、
お
う
か
が
い
し
た
と
き
は
字
を
間
違
え
た
と

言
っ
て
お
ら
れ
た
か
と
思
う
の
で
す
が
。

（
貞
さ
ん
）　
「
秋
」
と
い
う
字
が
禾
へ
ん
が
左
に
こ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
反
対
で
、「
あ
あ
間
違
え
た
！
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
よ
そ
の
書
き
物
で
も
よ
く
し
ま
す
が
、
人
に
頼
ま
れ
た
な

ら
放
っ
て
お
け
ま
せ
ん
が
、
家
の
だ
か
ら
放
っ
て
お
こ
う
と
い
う

感
じ
で
・
・
。

　

そ
し
て
こ
の
襖
を
家
に
立
て
て
た
ら
、
こ
ん
な
襖
は
珍
し
い

の
で
、
破
っ
た
り
落
書
き
し
な
い
よ
う
に
と
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

と
（
丹
後
郷
土
）
資
料
館
に
言
わ
れ
て
。
そ
れ
な
ら
寄
付
し
ま

す
と
い
う
こ
と
で
寄
付
し
ま
し
た
。

（
司
会
）　

そ
の
襖
は
、
現
在
、
宮
津
市
府
中
の
丹
後
郷
土
資
料

館
の
所
蔵
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
も
と
も
と
永
浜
家
に
あ
っ
た

宇
平
さ
ん
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
、
丹
後
郷
土
資
料
館
に
行
っ
て

い
ま
す
。
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
は
、
京
丹
後
市
の
所
蔵
で
あ
り
、

丹
後
郷
土
資
料
館
へ
寄
託
し
て
い
ま
す
。
晩
年
の
峰
山
町
誌
編

さ
ん
の
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
京
丹
後
市
所
蔵
で
峰
山
図
書
館

に
あ
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
書
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
が
、

絵
も
上
手
で
し
た
。
絵
に
つ
い
て
は
何
か
思
い
出
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
？

（
貞
さ
ん
）　

間
人
の
城
嶋
の
弁
財
天
の
絵
を
書
く
の
に
家
の
戸

や
襖
を
全
部
外
し
て
、
原
画
を
描
い
て
い
た
の
は
覚
え
て
い
ま

す
。
石
が
あ
っ
て
彫
り
込
む
だ
け
な
ら
正
面
だ
け
で
良
い
の
で

す
が
、
何
メ
ー
ト
ル
あ
る
の
か
、
三
メ
ー
ト
ル
、
四
メ
ー
ト
ル
あ

る
の
か
、
横
も
裏
も
前
も
書
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
家
中

に
こ
の
弁
天
の
絵
が
張
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　

彫
る
の
は
石
屋
で
、
鱒
留
の
田
中
作
治
さ
ん
だ
っ
た
か
丁
寧
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に
物
言
う
人
で
、「
先
生
、
先
生
」
と
言
っ
て
「
先
生
、
髪
の

形
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
」
な
ど
と
聞
い
て
ら
れ
た
の
で
、

丁
寧
に
彫
っ
て
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
人
柄
の
良
さ
そ
う

な
方
で
し
た
。

（
司
会
）　

ほ
か
に
貞
さ
ん
が
学
校
に
行
っ
て
お
ら
れ
た
こ
ろ
の

宇
平
さ
ん
の
思
い
出
は
？

（
貞
さ
ん
）　

家
が
横
向
こ
う
と
、
雨
が
漏
れ
よ
う
と
平
気
な
人

で
し
た
が
、
と
に
か
く
家
庭
円
満
と
い
う
こ
と
は
心
掛
け
て
た

よ
う
で
す
。
私
の
上
に
三
つ
年
上
の
姉
が
お
り
五
つ
年
上
の
兄

が
い
た
の
で
す
が
、
子
供
の
時
に
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
口
ゲ
ン
カ
を

し
て
い
ま
し
た
。
父
も
う
る
さ
い
の
で
、「
こ
こ
に
座
り
な
さ
い
」

と
、
三
人
ち
ょ
こ
ん
と
正
座
さ
せ
ら
れ
、
私
達
は
何
を
叱
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す

る
と
、
歌
を
唄
い
始
め
た
ん
で
す
。
そ
の
歌
が
、

「
♪
あ
の
子
は
意
地
悪
へ
そ
ま
が
り
。

　
　
　

い
た
ず
ら
す
る
や
つ
水
か
け
ろ
♪
。」

っ
て
、
も
の
す
ご
く
ひ
ょ
う
き
ん
に
唄
う
も
の
だ
か
ら
、
ケ
ン
カ

の
続
き
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
で
終
わ
り
、
笑
っ
て

終
わ
り
。
そ
う
い
う
家
庭
だ
っ
た
の
で
、
父
親
が
大
き
な
声
で

怒
鳴
る
と
か
兄
た
ち
も
大
き
な
声
で
叱
ら
れ
た
こ
と
は
一
切
な

い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
私
は
末
っ
子
で
特
に
甘
や
か
さ
れ
て
育
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
兄
た
ち
も
父
親
に
大
声
で
ど
な
ら
れ
た
記

憶
も
な
い
み
た
い
で
し
た
。
父
は
同
じ
こ
と
を
二
度
も
言
い
ま

せ
ん
が
、
そ
の
一
言
が
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
。

「
こ
ん
な
ボ
ロ
家
で
隙
間
だ
ら
け
の
家
で
も
、
家
の
隙
間
か
ら
、

笑
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
家
庭
で
な
い
と
い
け
な
い
。
怒

鳴
り
声
な
ん
か
が
聞
こ
え
て
く
る
家
庭
で
は
い
け
な
い
。
隙
間
か

ら
聞
こ
え
る
の
は
笑
い
声
で
な
い
と
い
け
な
い
。」
と
よ
く
言
っ
て

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
家
庭
内
で
は
人
が
思
っ
て
い
る
よ
り
は
、
穏

や
か
に
過
ご
せ
て
い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
側
か
ら
見
た
ら
、

気
難
し
い
人
と
思
わ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
・
・
・
・
。

（
貞
さ
ん
追
加
）　

家
の
屋
敷
が
広
い
の
で
裏
庭
に
何
本
か
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
門
先
に
大
き
な
柿
の
木
が
二
本
あ
り
、
学
校

帰
り
の
生
徒
が
登
り
柿
を
取
っ
て
食
べ
て
い
る
所
へ
宇
平
が
出

て
行
き
、「
コ
レ
コ
レ
黙
っ
て
取
っ
て
食
べ
る
者
は
泥
棒
だ
。
一
言

お
く
れ
と
言
っ
た
ら
や
ら
ん
と
は
言
わ
ん
。
だ
か
ら
断
っ
て
か
ら

に
し
な
さ
い
。」
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。
父

も
柿
を
取
っ
て
食
べ
る
こ
と
よ
り
も
無
断
と
い
う
事
の
大
胆
さ

を
言
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
司
会
）　

宇
平
さ
ん
が
難
し
い
方
だ
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
聞

か
な
い
で
す
し
、
今
ま
で
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
も
、

難
し
い
方
と
い
う
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
宇
平
さ
ん
は
）
言
っ
て
も
一
回
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

（
貞
さ
ん
）　

そ
う
で
す
。
言
う
の
は
一
回
だ
け
。
で
も
女
は
ど

う
し
て
も
く
ど
く
ど
言
い
ま
す
し
、
そ
う
す
る
と
「
お
母
さ
ん
、

言
い
事
は
一
度
で
よ
い
。」
そ
う
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

（
司
会
）　

歌
を
唄
わ
れ
る
と
い
う
の
は
、
私
も
初
め
て
お
う
か

が
い
し
ま
し
た
が
・
・
・
・
。

（
貞
さ
ん
）　

そ
う
で
す
ね
。
陽
気
に
唄
う
も
の
で
す
か
ら
・
・
・
。

だ
か
ら
貧
乏
は
し
な
が
ら
も
、
割
と
穏
や
か
な
家
庭
で
育
っ
た

な
あ
と
思
い
ま
す
。
貧
乏
と
い
う
こ
と
は
子
供
た
ち
も
み
ん
な

よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
し
、
母
親
も
子
供
の
前
で
は
父
親
に

城嶋　弁財天像（京丹後市丹後町間人）
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「
働
い
て
く
れ
た
ら
も
っ
と
楽
に
な
る
の
に
」
と
い
う
愚
痴
は
こ

ぼ
さ
な
か
っ
た
し
、
み
ん
な
に
「
お
父
さ
ん
は
偉
い
人
な
ん
だ
」

と
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。
母
親
自
身
は
父
親
に
対
し
、
必

ず
敬
語
で
し
た
。
必
ず
。

　

私
た
ち
も
貧
乏
で
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
兵
隊
に

行
っ
た
兄
が
初
め
て
学
校
を
卒
業
し
初
任
給
を
頂
い
た
時
に
、

新
し
い
自
転
車
を
買
っ
て
あ
げ
た
の
で
す
。
今
ま
で
が
古
い
自

転
車
で
し
た
か
ら
。
一
つ
上
の
兄
は
、
戦
地
に
行
く
時
に
、「
ど

こ
そ
こ
の
畳
の
下
に
、
お
金
が
少
し
だ
け
ど
置
い
て
あ
る
の
で

使
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
手
紙
を
よ
こ
し
て
お
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
私
も
、
奉
公
に
出
た
ら
、
お
小
遣
い
も
取
ら
ず
に
全
部
父

に
渡
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、
一
日
も
休
ま
ず
一
生
懸
命
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
一
番
最
初
の
給
料
を
も
ら
う
前
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。丁
度
、私
の
十
五
才
の
誕
生
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

（
司
会
）　

宇
平
さ
ん
は
昭
和
一
六
年
の
六
月
に
亡
く
な
ら
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
貞
さ
ん
が
奉
公
に
出
ら
れ
て
い
た
の
は
？

（
貞
さ
ん
）　

昭
和
一
六
年
の
四
月
に
入
社
し
ま
し
た
。
あ
の
頃

は
お
盆
に
な
ら
な
い
と
、
初
任
給
が
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

（
給
料
が
も
ら
え
る
の
は
）
盆
と
正
月
で
し
た
の
で
。
盆
の
初
給

料
を
待
た
ず
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
残
念
で
す
。
そ

れ
と
、
私
が
岩
滝
に
嫁
い
だ
の
で
余
計
に
そ
う
思
う
の
で
す
が
、

岩
滝
町
誌
を
完
成
さ
せ
て
ほ
し
か
っ
た
な
と
・
・
・
。

（
司
会
）　

ど
の
程
度
出
来
あ
が
っ
て
い
た
か
、
お
聞
き
に
な
っ
た

こ
と
は
？

（
貞
さ
ん
）　

そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
。

（
司
会
）　

さ
て
長
時
間
に
わ
た
り
、
貞
さ
ん
に
お
話
し
て
い
た

だ
い
た
訳
で
す
が
、
時
間
も
迫
っ
て
き
ま
し
た
の
で
こ
の
辺
り
で

終
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
貞
さ
ん
に
と
っ
て

宇
平
さ
ん
は
大
変
や
さ
し
い
か
た
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

（
貞
さ
ん
）　

は
い
、
そ
う
で
す
。

（
司
会
）　

我
々
に
と
っ
て
は
、
あ
れ
だ
け
細
か
い
作
業
を
し
て

お
ら
れ
た
の
で
結
構
厳
し
い
方
な
の
か
な
と
い
う
印
象
が
あ
っ

た
訳
で
す
が
、
貞
さ
ん
に
と
っ
て
は
優
し
い
方
だ
っ
た
と
い
う
お

話
を
最
後
に
お
う
か
が
い
で
き
た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
こ
の
辺
で
、
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
日
初
め
て
お
う
か
が
い
し
た
事
も
結
構
あ
り
、
貴
重
な
お
話

を
お
う
か
が
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
今

日
は
貞
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写
真
所
蔵
一
覧
（
記
載
の
な
い
も
の
は
京
丹
後
市
所
蔵
、
撮
影
は
す
べ
て
京
丹
後
市
）

表
紙
（
上
四
点
）
明
治
三
二
年
五
月
二
〇
日
撮
影
、
ア
ン
ブ
ロ
湿
板
の
永
浜

宇
平
肖
像
写
真
（
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
所
蔵
）、　

　

 

（
下
）『
三
重
郷
土
志
』
発
刊
当
時
の
永
浜
宇
平
肖
像
写
真

１
（
右
上
・
左
下
）
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
所
蔵
、

　

 

（
左
上
・
右
下
）
個
人
所
蔵

２
（
上
中
・
右
下
）
個
人
所
蔵
、
ほ
か
は
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
所
蔵

３
（
右
上
）
個
人
所
蔵
、
ほ
か
は
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
所
蔵

４
（
右
）
東
洋
大
学
（
中
・
左
）
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
所
蔵

５
（
右
上
）
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
所
蔵
、
ほ
か
は
三
重
区
所
蔵

６
（
右
上
・
左
上
・
右
下
・
中
下
）
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
所
蔵

７
（
右
上
・
右
中
）
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
所
蔵
、

　

 

（
右
下
）
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
所
蔵
お
よ
び
個
人
所
蔵
、

　

 

（
左
下
）
個
人
所
蔵

８
（
右
上
）
個
人
所
蔵

裏
表
紙　
（
右
上
）
十
六
善
神
像
（
岩
屋
寺
所
蔵
）、（
左
上
）
不
動
明
王
像

（
岩
屋
寺
所
蔵
）、（
右
下
）「N

agaham
a.　

N
ipponkw

an.

」
と
ペ
ン
書
さ
れ

た
『
一
年
有
半
の
哲
学
と
万
世
不
易
の
哲
学
』、（
左
下
）「
倶
楽
部
合
作
」『
紅

潮
』
第
九
号
下
巻
（
個
人
所
蔵
）

お
わ
り
に

　

本
小
冊
子
は
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
が
永
浜
宇
平
生
誕
一
三
〇

周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
開
催
し
た
記
念
展
示
の
記
録
集
で
す
。

　

記
念
展
示
の
企
画
お
よ
び
本
小
冊
子
の
編
集
は
、
新
谷
勝
行
（
京
丹

後
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
主
任
技
師
）
が
行
い
ま
し
た
。

な
お
後
半
の
「
父
、
永
浜
宇
平
を
語
る
」
は
、
テ
ー
プ
起
し
を
坪
倉
裕

子
（
丹
後
古
代
の
里
資
料
館
）
が
行
い
、
新
谷
が
補
訂
し
た
後
に
糸
井

貞
さ
ん
に
校
正
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
貞
さ
ん
か
ら
は
、
追

加
の
思
い
出
を
文
章
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
文
に
は
、（
貞
さ
ん

追
加
）
と
し
て
注
記
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
開
催
お
よ
び
本
記
録
集
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。

　

京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン

タ
ー
、
岩
屋
寺
、
三
重
区
、
宮
津
市
立
図
書
館
、
糸
井
貞
、
川
井
龍
介
、

永
浜
正
丈
、
道
家
二
三
子
、
三
浦
節
夫
、
三
井
圭
司
、
渡
邉
義
孝

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

−１４−

永
浜
宇
平
の
生
涯　

１

　
　

    

～
丹
後
が
生
ん
だ
偉
大
な
郷
土
史
家
～

　
　

編
集
・
発
行　

京
丹
後
市
教
育
委
員
会

　
　

発
行
年
月　

平
成
二
三
年
三
月
発
行

　
　

印　
　
　

刷　

有
限
会
社
三
丹
印
刷




